
No. 053 No. 053

4 ぐるり39
 2018.2 5ぐるり39

 2018.2

日野市2 ふだん着でＣＯ２をへらそう宣言者（団体）募集事業

利島村3 公共緑地保全事業

小平市1 環境家計簿に関する取組

オール東京６２市区町村共同事業

みどり東京・温暖化防止プロジェクト

　本プロジェクトでは、自然環境保護及び地球温暖化防止についての普及・
啓発を目的とする市区町村の自主事業に対する助成を行っています。本助成
を活用して多摩・島しょ地域の自治体で実施された事業を紹介します。

市 町 村 助 成 事 業 紹 介

　本事業では、環境かるたの標語を市内全小学校へ募集し、日野市環境か
るたを作製しました。
　環境かるたの標語を広く市民の皆様に発信することにより、日々の行動から
ＣＯ２の削減につなげるとともに、子どもたち同士、子どもと家族、子どもたち
と地域とが新たにつながるコミュニケーションの場の創生などを期待し、例年
環境かるた大会も開催しています。
　この大会は、楽しく遊びながら標語を一つでも多く実行できるように、また、
多くの子どもたちの思いや知恵に学びながらＣＯ２削減の一助となることを目的
とし、毎年多くの方々に参加していただいています。

【問合せ先】 日野市　環境保全課　TEL　042-514-8294

日野市

Tama

　利島村では、冬季の強風や塩害による樹木の倒木や腐食が多く見られるた
め、公共緑地保全事業を実施しています。定期的なメンテナンスをすることに
より、被害を最小限にとどめることができます。公共の緑地である「艀

はしけ

と海の
歴史広場」、「南ヶ山園地」に植樹した樹木の剪定・管理を行い、保全して
います。
　なお、樹木の剪定や管理については専門的な技術を要するため、専門の
業者に委託し樹木の適正な育成・管理を図っています。

【問合せ先】 利島村　総務課　TEL　04992-9-0011

　小平市は、平成29年3月に全国の自治体で初となるアプリ版環境家計簿の配信を
開始しました。アイコンには、小平市の太陽光発電イメージキャラクター「ソラミ」が採
用されています（右写真）。
　ご家庭での毎月の電気・ガス等の使用量を入力すると二酸化炭素の排出量が自動
的に計算され、グラフや利用者平均比較、二酸化炭素排出量ランキング等が表示さ
れます。家計簿の入力をきっかけに省エネに取り組むことで家計の負担も減らすこと
ができ、地球にもお財布にも優しい家計簿です。
　エネルギーの使用量を減らして、地球環境に優しい暮らしに取り組みましょう！

【問合せ先】 小平市　環境政策課　TEL　042-346-9818

小平市
Tama

Islands
利島村

多摩交流センターだより

参加者
募集

　ここ数年、超高齢社会とごみ問題、陶磁器製食器のリサイクル、食べ物とリデュース、次世代へのごみ教育、プ
ラスチックの3R等、さまざまなテーマで実施してきたTAMAとことん討論会。テーマが異なっても、毎回多くの方
たちから発言されたキーワードが、啓発や広報の重要性でした。
　そこで、今回は、市民がごみ問題を自分自身の問題としてとらえ、行動するきっかけとなる「場」の一つとし
て、自治体が設置している「3R施設」に焦点を当てます。「3R施設」とは、啓発施設だけではなく、市民が見学
できる清掃工場や資源化施設も含みます。粗大ごみのリユース、不用品を活用した講座の開催、イベントの実施、
施設見学など、ごみ問題と触れ合い、子どもも大人も学ぶことができる「場」について語り合いましょう。

○テーマ　もっと楽しく　もっと身近に　わがまちの「3R施設」
○日　時　平成30年3月17日(土)　12:30開場　13:00～17:00
○会　場　アウラホール（京王線聖蹟桜ヶ丘駅　聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンターＡ館6F）　
○参加費　500円(資料代　ワークショップ茶菓代)　当日お支払いください。
○主　催　第25回ＴＡＭＡとことん討論会実行委員会
　　　　　(特定非営利活動法人東京・多摩リサイクル市民連邦、公益財団法人東京市町村自治調査会)
○後　援　 東京都　東京都市長会　東京都町村会　多摩市　公益社団法人東京都リサイクル事業協会
　　　　　一般社団法人廃棄物資源循環学会
○内　容　以下のとおり(詳細はhttp://www.renpou.org)

○参加方法　
　できるだけ事前申込みにご協力ください（当日参加もできます）。なお、3月5日（月）までに事前申込みをし、当日討論会に
参加した方(先着50名)には、参加記念品を差し上げます。詳細は返送する参加票をご覧ください。
※事前申込の方法　住所、氏名、電話番号、所属をメールまたはFAX、ハガキで事務局までお申し込みください。

○問合せ・申込み先
第25回ＴＡＭＡとことん討論会実行委員会事務局（特定非営利活動法人東京・多摩リサイクル市民連邦事務局内）
〒206-0011 多摩市関戸1-11-7 グリービル602号　　電話 090-3818-7006   FAX 042-400-0096
E-mail  tama.recycle@gmail.com　　※問合せはできるだけメールでお願いします。

開会のあいさつ

基調講演

環境学習施設の全国的傾向について
花嶋 温子(大阪産業大学講師  環境学習施設を考える会 副代表)

事例報告  
美住リサイクルショップ　“夢ハウス”(東村山市)
北野余熱利用センター　“あったかホール”(八王子市)

アンケート・ヒアリング報告  
江尻 京子（東京・多摩リサイクル市民連邦事務局長）

ワークショップ   ワールドカフェ方式で実施
　　　　＆

全体討論  
コーディネーター
山本　耕平
(ダイナックス都市
環境研究所所長)

閉会のあいさつ

（敬称省略）
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▲昨年のワークショップの様子

多摩交流センターだより


